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名前はヨハネ（イタリア語でジョヴァ
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者・信徒・協力者たち。世界130以
上の国で、31団体、40万人以上
のメンバーが、学校、教会、社会
生活のさまざまな場面で青少年や貧
しい人びとのために奉仕している。サ
レジアンファミリーとも呼ばれる。

親と子の夢は、苦労と長い時
間をかけて一致し、受け継が
れていく。神が一人ひとりに
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の道を歩むように。写真は三
世代50年以上にわたり城星学
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連載インタビュー　ドン・ボスコの教え子たち
城星学園中学校・高等学校教諭　日本ビルマ救援センター代表 中
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ダラット／ベトナム社会主義共和国

「愛するだけでは足りない…」
「…子どもたちが愛されていることがわかるように、愛さなければなりません。」職

員みんなで、具体的にかつ足並みをそろえて実践できる方法はないだろうかと考

え、まずは、深くて大きすぎる「愛」という言葉を「ほめる」という言葉に置き換え

て、取り組みを始めた。あいさつなど当たり前のことも、子どもたちができた良

い行いをほめて、ほめたら付
ふ

箋
せん

に記入し、見えるところに掲示する。たまった付箋は、

子どもたちにプレゼント。園全体に柔らかい空気が流れ、おもしろいことに、子ど

もたちも職員をほめてくれている。「○○ちゃん　ありがとうって言ってくれてありが

とう☆」子どもたちに愛が通じることを期待して、また付箋が1枚追加!!

村松 泰隆 神父

むらまつ　やすたか

1969年生まれ。49歳。
児童養護施設「聖ヨゼ
フ寮」副園長。ゴスペ
ルマジシャン「ファー
ザーミッキー」としても
活躍中。

サレジアン・ダイアリー　vol.03

ドン・ボスコのトモダチが暮らす街 Don Bosco Amici

今号の表紙
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サレジアンピープル（ ）トム・ウズンナリル神父  /インド・バンガロール管区

サレジアン スクールライフ！ レポート
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つながれ！サレジオ青年　SYM JAPAN　Salesian Youth Movement Japan

SYM夏合宿 in 宮崎
第13回SYMの集い☆スペシャル  ようこそ！チャーベス神父様

16　  世界のサレジオ家族ニュース / 26　サレジオ家族 国内ニュース / 29　サレジオ情報募集

社会福祉法人
カリタスの園

「今、私「○○」しています！」 サレジオ会司祭　谷口  亮平 神父

「ようこそ日本へ！」 ジェスウィン・マスタン 神学生／ジョセフ＝アブト・アマディ 神学生

Salesian Family member interview　ファミリーメンバーインタビュー

Message
fromFr. Provincial

共
に
、喜
び
な
が
ら

成
長
で
き
る
学
び
舎

2016年3月、カトリック浜松教会での復活祭でギター弾き語りを披露する山野内マリオ神父。浜松教会はさまざまな国籍の人びとと
家族が集い、人生を分かち合う“大家族”だ。

　親（大人）にとって、子どもは喜びであり、生きがいでしょう。夢の実現の一つか
もしれません。一方で、忍耐や犠牲も必要です。子どもも親も先生も、完

かん
璧
ぺき

な人な
どいなくて、それぞれの課題や問題を抱えているからです。
　子育ては芸術的で、楽器を奏

かな
でるのに似ているように思います。私はギターを弾

きますが、どんなに良い楽器でも必ず癖
くせ

があるものです。でも、その癖を補い、い
つくしみながら演奏することで、美しい音楽が生まれます。

　子どもは、学校や地域の集団生活の中で、さまざまな違いを乗り越えて仲間と共
に生きる体験を通して “よい社会人” へと成長していきます。親（大人）もまた、子ど
もと共に成長していく必要があります。私はアルゼンチンでサレジオの学校に通いま
したが、私の両親も他の家庭の親たちも、学校の先生や教会の神父を訪ねて子
育ての悩みを相談したり、親同士で助け合ったりしていました。
　日本のドン・ボスコの学校・幼稚園・保育園・教会学校などでも、保護者の皆さ
んが教育活動のサポートやボランティア活動に熱心に取り組んでくださっています。と
きには重荷になるかもしれませんが、家庭や職場とは異なる豊かな交わり・絆

きずな
は、

楽しみや夢につながって、きっと子どもが卒業しても続く“宝” になるでしょう。
　ドン・ボスコの学び舎は、子どもたちとご家族の幸せのために、保護者や教職員
も“共に、喜びながら成長できる学び舎” でありたいと願っています。

　親（大人）は、いくつになっても子どものことを心配し、危機にある時こそ支え励ま
したいと願い、幸せを祈る存在です。その “深い親心” をもって、ご一緒にドン・ボ
スコの “アシステンツァ”（共にいること）を実践してまいりましょう。

サレジオ会日本管区長  　

マリオ 山野内 倫昭 神父　
2018年4月8日　神のいつくしみの主日に　

こんにちは！マリオ神父です

まりお　やまのうち　みちあき
1955年大分県佐伯市生まれ、62歳。8歳の時、
家族とアルゼンチンへ移住。29歳で司祭叙階。
アルゼンチンの哲学院で哲学・社会学などを
教え、司牧担当・院長・アルゼンチンとパラ
グアイ6管区の修練長を経て、1997年（41歳）
帰国、日本のサレジオ会員として働く決意を
する。育英高専・杉並支部院長、調布サレジ
オ神学院院長、副管区長・サレジオ家族担当・
養成担当を務め、2014年12月より日本管区長。
趣味はギター演奏。
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子育ては、かけがえのない喜びであると同時に、
大きな忍耐を必要とする人生の大事業でもある。
ドン・ボスコの学校は、子どもと共に親も集い、学び、
成長できる“命と愛”の学び舎だ。
今回はドン・ボスコの“親心”が息づく
保護者の皆さんの活動を紹介したい。

● 取材・文／編集部

特集

親子で
スクール
ライフ！
〜ドン・ボスコの“親心”が息づく学び舎〜

ド ン・ボスコは身寄りのない青少年のために寄宿学校を始めた時、母マルゲ
リータを呼び寄せて、家庭的な教育環境を大切にしました。「家庭的な雰囲

気」は、今や世界中に数千校あるサレジアンスクールの共通点といえます。
　そんなドン・ボスコの“親心”に満ちた教育の秘

ひ
訣
けつ
がちりばめられた手紙があり

ます。1884年、晩年のドン・ボスコがトリノの寄宿学校（オラトリオ）にいる“息
子たち”、つまり先生と生徒に宛てて書いた「ローマからの手紙」は、彼が見た夢
を語るかたちで綴

つづ
られています。

　長い手紙の中から、“親心”にあふれたドン・ボスコの言葉を紹介しましょう。

1 2 3
4 5忍耐、謙遜、感謝

お互いの欠点を耐え忍ばなけれ

ばなりません。完全さは、ただ

天国にだけあるのです。神の恩恵

のうちに毎日を過ごすようにし

なさい。神との平和がない者は、

自分自身とも、ほかの人たちとも

平和がないからです。

親しみは愛を生み、愛は信頼を生

みます。こうして若者たちは、心

を開き、恐れることなく何でも打

ち明けます。愛してくれる人をよ

く知っていて、その人が命じるこ

となら何でも、喜んで従います。

親しみ、愛、信頼

子どもたちの好きなこと、子ども

らしい望みに、大人も加わりまし

ょう。子どもたちはこれを見て愛

されているとわかり、例えば規

律、勉強、自制心のなかにも愛を

悟り、自発的に愛をもってそれを

行えるようになるのです。

共にいること
“アシステンツァ”

子どもたちを愛するだけでは足

りません。子どもたちが、自分た

ちは愛されていると実感できな

くてはなりません。

伝わる愛
“アモレヴォレッツァ”

近くにいても遠く離れていても、

いつも君たちのことを思ってい

ます。わたしの望みは、ただ一つ

です─君たちがこの世でも永

遠においても、いつも幸せである

ように。

深い親心

こころの教育者ドン・ボスコの
「ローマからの手紙」

ドン・ボスコ社より

　多感な時期にある子どもと
共にいるとき、ドン・ボスコ
の勧めを実践するのが困難な
時もあるでしょう。しかし、
ドン・ボスコの学び舎には、
人生を分かち合い、励まし合
いながら、共に学び、成長し
ていくチャンスがあります。

親子でスクールライフを
　エンジョイしていますか？

Don Bosco's words Don Bosco's words

Don Bosco's words Don Bosco's words

Don Bosco's words
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城星学園との出会いは？

　保護者として城星学園後援会本部の
総務をしてきました。娘は幼稚園の年
少から高校3年までの15年間、城星に
通い、私もその間、母親として長くこ
こに関わって、たくさんのシスターや
先生方、保護者の皆さんとお付き合い
させていただきました。
　私自身は別のキリスト教系の幼稚園
を卒園したので、ここに来た時懐かし
いなと思いました。幼い頃、愛されて
育ったという記憶があるので、娘にも
同じように体験してほしいと思い、城
星学園幼稚園に娘を入園させました。
実際、安心して娘を預けられ、大切に
育てていただきました。園長シスター
がいつも言われていた「愛するだけで

は足りない、愛されていることがわか
るように愛しなさい」という言葉が実
践されていたのだと思います。

保護者はどんな活動を？

　城星の特長の一つは、保護者による
後援会がとても活発で、保護者と学校
とのつがなりが強いということです。
特徴的なのは、後援会は幼・小・中・高
の保護者がそれぞれ独立して活動す
るのではなく、校種を超えて集まって
いることです。
　後援会には、宗教部・手芸部・テニス
部・ソフトボール部の4つの部があり
ます。運動系の部には父親の参加も多
く、講師やコーチを招いて指導してい
ただき、活発に活動しています。これ

らの活動には後援会から補助金が出
ます。
　思い出すのは、娘の入園のとき、園
長シスターから「座布団も、ランチョ
ンマットも全部手作りでお願いしま
す」と言われたのですが、私は針と糸
をほとんど持ったことがありませんで
した。どうしようと困っていたら、後
援会の手芸部で教えていただき、とて
も助かりました。
　サークル活動も盛んで、ランニング
サークル、ゴルフサークルがあります。
ランニングサークルは月に何度か集ま
ってそれぞれのレベルに合わせて走っ
ています。ゴルフサークルは、2017
年度の大阪私立中学校高等学校保護
者会連合会のゴルフ大会で、20チーム
中6位でした。サークルにはOG・OB
の参加もあり、年齢の幅があってとて
も賑やかです。

城星フェスタとは？

　後援会主催の最大の行事は、11月
第1日曜日に開催する「城星フェスタ」

です。幼稚園児や小学生に楽しんでも
らい、中高生は模擬店やゲームコーナ
ーを担当します。保護者はそのバック
アップをします。幼稚園から高校のク
ラス役員と希望者で毎年400人から
500人近く保護者のボランティアが
集まります。
　後援会本部はテント設営・警備・イ
ベント関係・販売・総務・会計を担当
し、ボランティアの保護者500人をそ
れぞれのブースに割り当てます。中高
生による模擬店、シスターコーナー、制
服リサイクル、生徒会による被災地支
援コーナー、喫茶コーナー、抽選会、ク
ラブ発表会や展示、ふわふわ遊具、プ
ロの劇団による人形劇など盛りだく
さんのイベントです。2017年度は子
どもたちと保護者、それから地域の人
など含め来場者は4000人でした。半
年かけて準備し、子どもたちの安全面
や衛生面などをきちんと考えて企画
します。大勢の人を動員することで大
変なこともありますが、毎年とてもプ
ラスになることが多いです。すべては
子どもたちに喜んでもらいたい、みん
なで子どもたちのワンダーランドを作
りたいという思いです。

参加してよかったことは？

　城星は保護者どうしが集まる場や時
間がたくさんあって、学校との関わり
が深いところだと思います。学校と家

庭が分断されないことは、子どもにと
っても保護者にとっても安心があると
思います。学校に来て先生と会い、保
護者の諸先輩たちから学校の情報を
教えてもらえたり、保護者どうしの情
報交換もできたりしますので安心で
きます。
　私自身、娘のことでちょっと不安が
あったりした時に、先輩のお母さんた
ちのアドバイスは助けになりました。
自分の不安を話す場所があって、不安
でなくなるので、娘に客観的にアドバ
イスすることができます。子どもは自
分の世界が広がっていくごとに、子ど
もたちどうしでのいざこざが出てく
るものですが、安心感があれば、子ど

もと一緒になって騒ぎ立てるとかせ
ず、一歩引いて落ち着いて話をよく聞
いてあげられると思います。
　城星では保護者も学校生活をエンジ
ョイしています。保護者が生き生きし
ている姿があると思います。この15年
間、いろいろ苦労もありましたが、そ
れより楽しかったという印象です。娘
と一緒に歩いて幼稚園に行き帰りし
たのを思い出します。娘は文字通り一
歩ずつ歩きながら成長していったよう
に、親の私も娘と一緒に歩きながら、
さまざまなことを一緒に体験し、成長
してきたのかなと思います。

城星フェスタで大人気のふわふわ遊具

城星フェスタは子どもたちのワンダーランド！宗教部

テニス部

ソフトボール部

城星学園（大阪府大阪市）は幼稚園・小学校・中学校・高等学校
が同じ敷地にあるアットホームな学校だ。城星学園の特長の
一つに、校種を超えて活発に活動する保護者会「城星学園後援
会」がある。後援会本部（当時）の島

しま

千
ち

夏
か

さんにお話を伺った。

子どもと共に歩き 
共に成長していく
城星学園後援会

特集  親子でスクールライフ！

親しみやすく、温かい伝統を大切に
城星学園中学校・高等学校校長　宮脇道子シスター

　城星学園は保護者との連携をとても大切にしています。

多くのご家庭が協力的です。ことが起こったときだけでなく、

良いことも報告するようにして、さまざまな形で連携をとっています。ありがたいことに、

卒業生が自分のお子さんを通してまた学校に帰ってくるというケースが結構あります。

ここに入れたら大切にされるという安心感をもって送ってくださっているのかなと思います。

　私たちはアシステンツァ、つまり「共にいること」を大切にしています。愛と信頼が

なければ教育はできません。ドン・ボスコは「愛するだけでは足りない。子どもたち

が愛されていると感じるまでに愛しなさい」と言いましたが、教員にできるだけ生徒と

共にいること、関わることをお願いしています。実際、城星では先生と生徒がとても

親しいという伝統があります。そういう温かい伝統が続くようにしていけたらと思います。

城星フェスタの様子 城星フェスタでは幼・小・中・高そして後援会が一丸となって地域の方々をおもてなし

城星フェスタのパンフレット

学校から
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―城星学園に入ったきっかけは？

熊
く ま

谷
が い

清
き よ

子
こ

さん（以下、清子）　城星学園に通っている近所の
お姉さん（1期生）が「どこ受験するの？城星いいよ」と
勧めるので、「どんなところ？」と聞いたら「クリスマスに
は1人1個ずつケーキがもらえるよ。ぜひおいで」って（笑）。
当時お祝いといえば鯛

た い

だったので、わくわくしました。後
日見学に行って、シスターにお会いして優しさにふれ「こ
の学校に行きたい」と思いました。隣接する大阪カテドラ
ル聖マリア大聖堂も見学して、その美しさと壮大さにびっ
くりし、「絶対城星に行く！」とさらに入学への思いが高ま
り、頑張ろうと決意したことを覚えています。
津

つ

村
む ら

歌
か

織
お り

さん（以下、歌織）　私は幼稚園から14年間、城星
に通いました。気がつけば自然にお祈りもし、聖歌も歌っ
ていたという感じです。娘（詩

う た

音
ね

）が生まれると、おぼろ
げに城星に入学させたいと考えていました。転勤で東京に
いましたが、娘が小6になった時に辞令が出て、卒業後は
大阪に戻ることになったので、城星に娘を入学させること
にしました。遠方受験で大変不安でしたが、母校の安心感
と先生方のご対応のおかげで乗り切ることができました。
瀧
た き

川
が わ

麻
ま

実
み

さん（以下、麻実）　私は年の離れた姉や兄につい
ていってたので、生まれた時からずっと城星に通っている
感じです（笑）。〔兄の熊

くま

谷
がい

典
のり

之
ゆき

さんも小学校まで城星〕

―詩音さんは、オープンスクールで感激したとか。

津村詩音さん　オープンスクールではクッキング体験を
しました。とても楽しくて、先生と先輩方もみんな優しく
教えてくださいました。校舎も素敵で、城星に入りたいな
と思いました。入学しても印象は全く変わらず、クラスは
少人数で、先生とも日々おしゃべりできますし、毎日楽し
く通っています。今は聖歌隊と理科部に入っています。聖
歌隊ではあちこち出かけて歌ったり、理科部ではニッケル
の電気メッキの実験をしたりします。夏は合宿もあります。
とても充実した学校生活です。

歌織　最近では大阪星光学院との交流もあるようで、新た
な風を感じます。他の学校の方々と接する機会も、私が在
籍していた頃より増えているように感じています。
清子　孫が入学すると決まったとき、校歌を久しぶりにみ
んなで歌いました。自分自身まだ覚えていることにびっく
りした次第です。
歌織　娘の入学式の時に嬉しかったのが、小3の時の担任
の先生に会えたことです。びっくりしたのと同時に、懐か
しさと嬉しさでウルウルしてしまいました。学生時代を思
い出しつつ、私も再び城星に通っているという感じです。
清子　今も孫がこうして城星に入学し、行事に顔を出させ
て頂いたりして楽しみがあります。今も昔も変わらない城
星の雰囲気を感じております。

―お子さんを母校に入れたいと思ったのは？

清子　大人になってから、城星で大切なことを教えて頂い
たことに気づきました。感謝する心や、人への思いやりと
か。もちろん家で子どもの教育はしなければなりませんが、
学校での手助けは重要だと感じていましたので、子どもた
ちに教育を受けさせるなら、ぜひ城星でと思いました。
歌織　社会に出てから自分としては当たり前にしている行
動もほめられることが多く、学校でも家庭でも心を育てら
れたと思います。

―城星学園の昔も今も変わらないところは？

歌織　生徒の雰囲気は変わらないですね。昔から素朴で穏
やかな子が多いです。派手でもなく、地味でもなく、でも
明るく朗

ほ が

らかな感じです。卒業後も仲良くしています。
麻実　先生と生徒の距離が近いです。アットホームという
言葉が似合う学校です。今も城星には中高時代の先生がい
らして、私のこともよく覚えてくださっているので、当時
に戻って話している感覚です。だから、まだ私も城星から
卒業できてないのかも（笑）。

どんな会ですか？

　父親聖書研究会は、聖書をもとに教
育や家族や人生について共に考え、語
り合う父親有志の会です。堅苦しい勉
強の場ではなく、「サレジアンの父親」
という同じ立場から、喜びや悩みを分
かち合い、心身ともにより豊かな人生
を歩むことをめざしています。中学1
年から高校3年の父親約150人が参
加していて、父親同士で年代や職業を
超えた、部活動のような深い関係を築
くことができます。

活動内容は？

　毎月1回土曜日（年9回）に校長先生
を講師に招いて、学校で定例会（聖書
の講義）を開催しています。講義は約1
時間で、「映画とキリスト教」や「他宗
教とキリスト教」など毎年テーマも多
彩です。学校や日常生活のエピソード
も満載で、飽きさせない講義です。講
義終了後は懇親会も楽しみの一つです。
　定例会のほかにも研修合宿、サレジ
オ祭（親父の焼き鳥）、ソフトボール大
会、クリスマスミサなどの行事を通し
て、会員間の交流を深めています。

参加したきっかけは？

●��学校では息子が勉強だけでなく、生
き方の教育を受けています。その先
生方から親も直接学べる環境がサ
レジオ学院にはあるので、ぜひ参加
したいと思いました。

●�息子が受験する前にサレジオ祭を一
緒に見学に来た時、「親父の焼き鳥」が
大々的に活躍している様子を見て、子
どもが通う学校に親も何か関われた
らと思っていました。「聖書研究会」と
いう名前に少しためらいましたが、参
加してみると違った（笑）というか、親
同士で学びながら親睦も深め合うこ
とができて良かったと思っています。

●�我が家は無宗教ですが、私たち夫婦
は仏教系の大学に、息子はプロテス
タントの小学校に通っていました。
カトリックはどんなことを教えてい
るのか興味があって参加しました。

●�哲学や宗教に興味があり、神父様の
講義を受けられるというので参加し
ました。本で得られる知識とは違っ
て、日常生活に根ざしたハート・トゥ・
ハートな話が聞けて、キリスト教をよ
り深く理解できたような気がします。

参加してよかったことは？

●�父親の会を純粋に楽しんでいます。子
育てについて、お父さんたちと情報

交換できるのがよかったと思います。
●�父親どうしの連帯感と親近感がで
きます。休日に（幹事団はほぼ毎週）
集まるのも、楽しいので通っていま
す。中学生の入学式で保護者の皆
さんに「父親の皆さんも一緒に学ん
で、学校生活をエンジョイしましょ
う！」と勧誘しています。

●�父親の会の話題がきっかけで、子ども
だけでなく妻との会話も増えました。
聖書研究会で学んだことを家族で分
かち合えるのはとてもよいと思います。

●�父親の会に入って、だいぶ子離れで
きたように思います。他のお父さん
の話を聞くことで、あまり心配しす
ぎなくなりました。先生たちが「安
心して任せてください」と言ってく
ださったおかげもあります。反抗気
味だった息子が、逆に歩み寄って話
しかけてくるようになりました。

●�息子が学校の話を聞いても「別に、
普通」といった返事しかなかったの
ですが、父親の会で学校の話題を知
ることができて、質問攻めにするこ
となく子どもと自然に会話できる
きっかけが増えました。今は反抗期
でも、父親が自分や学校のことに関
心を持って少し離れたところから見
守っているという安心感を、息子は
わかってくれていると思います。

サレジオ学院の保護者グループは、保護者会、母親聖書研
究会、卒業生保護者による「きじの会」（母親）と「竹の会」

（父親）、キルト、コーラスなどのグループもあります。

幹事団は中学3年生の父親が担当。ほぼ毎週土曜に学校
に集まり、和気あいあいと打ち合わせをします。

研修合宿では、教育、学校生活、親子の関わり方などグ
ループ討議し、校長先生が講評。懇親会やミサもあります。

サレジオ祭（学園祭）では「親父の焼き鳥」を出店。毎年大
人気で2万5千本が完売！　売上は学校等に寄付されます。

左から瀧川麻実さん（清子さんの次女、41期生）、津村歌織さん（清子さんの長女、29期生）、津村
詩音さん（歌織さんの長女、59期生）、熊谷清子さん（4期生）

鳥越校長を囲んで、中学1年から高校3年の父親約150人による「父
親聖書研究会」の皆さん

喜びや悩みを分かち合い 
豊かな人生を歩む
サレジオ学院 父親聖書研究会

特集  親子でスクールライフ！

親・子・孫、三世代で50年以上も城星学園と
共に歩んでいる「城星ファミリー」な家族に
インタビュー！　アットホームで信頼できる
城星学園のよき伝統は、時代を経てもしっか
りと受け継がれている。

サレジオ学院中学校・高等学校（神奈川県横浜市）の文化祭
で「親父の焼き鳥」を見事なチームワークで盛大に焼いてい
るお父さんたち……じつは「父親聖書研究会」のメンバーだ。
幹事団（56期・中学3年生の父親：当時）の皆さんにお話を伺った。

インタビュー

三世代で
ドン・ボスコの
学び舎に
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本語字幕を付けたり情報を翻訳

したりするなかで、ビルマ難民

支援について学びました。2000

年に代表のカワサキ夫妻がアメ

リカに帰国することになったので

すが、支援活動を続けるために、

私ができる範囲でよければと代表

を引き継いで今に至ります。↓

日本ビルマ救援センターの活動を教えてください

　日本ビルマ救援センターは、大阪を拠点に現在10人ほどのスタ

ッフが全員ボランティアで活動しています。活動内容は、まずタイ・

ビルマ国境にある難民キャンプを訪問することです。現在、12か所

の難民キャンプに約10万人のビルマ難民が生活していて、私たち

のセンターが訪問するメラウー難民キャンプの人口は約9,500人、

支援しているヤウンニウ校（幼稚園から高校まで）の生徒は480人

います。当センターではこれまで毎年2回ほど現地を訪問して人びと

のニーズを聞き、支援要請を受けて支援金を集め、学校を建てたり、

少数民族の女性の自助組織の支援をしたり、彼女たちが作った織

物を購入してきて日本のバザーで販売するなどしてきました。

　毎年8月に大学生と現地訪問する約2週間のスタディーツアーを

行い、帰国後に参加者による報告会をします。大阪大学外国語学

部ビルマ語学科の学生たちとの関わりもあり、城星の同窓生も参加

してくれます。渡航費用は引率の私を含め、全員自己負担です。

　日本に来て難民認定申請する人たちのために、軍事政権下で迫

害されてきたことを証明する資料作成を手伝うといったサポートも行

ってきました。

20年も活動を続けられたのは？

　前代表のカワサキさんに、私が日本人向けの学習会やバザー出

店のアイデアを伝えると「思ったことは自分でやってみなさい」と言

われました。できるかどうか自信がなくて困ったなと思ったのですが、

実行してみると少しずつ活動や支援の輪が広がってきて、今に続い

ています。「ワン・ワールド・フェスティバル」など国際協力の大き

なイベントにも参加して、ビルマ難民の状況を伝えています。

　2013年にビルマ少数民族地域で長年にわたり縫製指導をしてき

た元大阪 YWCA 職員の山地和家子さんに連れられて、ピンウーリ

ン近郊のアニサカンにある縫製学校を訪ねたら、なんと「セント・

メアリー・ドメニカ・マザレロ・コミュニティー」という名前だった

んです。城星のマリアさまと同じ絵が掲げてあって、マリア・マザレ

ロ＊ の精神のとおり、貧しい村から女の子たちを集めて縫製を教え

る学校です。ビルマでサレジアン・シスターズの学校にめぐりあい、

シスターや生徒たちと出会えたことに感動しました。

　私はこれまでビルマ難民キャンプを50回近く訪問しています。支

援活動とは思っていなくて、活動を通してすごく多くのものをいただ

いています。難民のために命がけで支援活動にたずさわる方々など、

すばらしい人たちとの出会いもあります。難民キャンプで日々闘って

おられる人たちにまた会いに来たいな、支援物資を日本で集めて次

は何を届けられるかなと思いめぐらしています。帰国したら城星の

生徒たちにも訪問した体験を伝えています。

＊マリア・マザレロ：ドン・ボスコと共にサレジアン・シスターズを創立したシスター

城星学園での教員生活は？

　子育てをしてから教員になったので、お母さんたちの思いがわか

りますし、一緒に子どもたちの成長を見守れるのが嬉しいですね。

勉強に苦手意識をもつ生徒には、根気強く接してあげたいです。

　城星は授業以外の場面でも、行事などを通して生徒とたくさん関

わりがもてる学校です。私は英語クラブ（ESS）を受け持ったり、

人権担当として人権週間などのイベントを企画したりと、英語科の

授業以外でも生徒たちと一緒に学ぶ機会が充実しています。

若い人たちへのメッセージを

　世界で起こっていることが、他人事でなく、自分のこととして考え

られるような心の豊かさを持ってほしいです。私も子どもの頃は引

っ込み思案でしたが、先生や友達が背中を押してくれました。日本

でも、どこの国でも、小さなことからでいいので、勇気をもって一

歩踏み出せば、世界はもっともっと広がっていきます。日々 の学びや

出会いを通して、子どもたちの背中をそっと押してあげたいです。

引っ込み思案だった女の子が、友達や先生に背中を押し
てもらいながら新しいことに一歩ずつチャレンジする人
に。今は母校で英語を教えながら、日本ビルマ救援セン
ター代表として奔

ほん
走
そう
する中尾恵子さんに話を伺った。

城星学園での思い出は？

　志望校だった公立高校の受験に失敗して、城星学園の二次募集

で高校から入学しました。そんなに目立つ生徒ではなかったのですが、

先生方にかわいがっていただきました。

　城星で初めてシスターに出会いました。宗教行事や聖書を学ぶこ

とをとおして、生きるうえで大切な教えを教えていただいたと思いま

す。英語と歴史が好きだったのと、城星の先生方の姿に影響も受け

て、将来は英語か社会の先生になりたいと思うようになりました。

　高校生活では、英語部に入って英語劇をがんばりましたね。「ロミ

オとジュリエット」や「サウンド・オブ・ミュージック」などの劇に挑

戦して、夏休みに学校の教室に畳
たたみ

を敷いて合宿もしました。英語の

弁論大会に出るために、顧問の先生が教会の知人でネイティブの人

を紹介してくれて、特訓してもらったこともあります。

　中学時代までは人の後についてい

くほうが楽だと思っていたのですが、

城星では英語劇で主演したり、部長

を務めたり、先頭に立つタイプに変

わっていきました。女子校なので思

い切ってできるようになったのかもし

れません。友達や先生が背中を押し

てくれました。

ビルマ難民支援に関わり始めたきっかけは？

　関西学院大学文学部で学び、城星で教育実習をさせてもらいま

した。大学卒業後、結婚して3人の子どもを育てながら自宅で児童

英語教室を開いていました。3人目の子どもが小学生になって育児

が落ち着いた頃、母校から声をかけられて英語科講師として城星

に戻ってきました。そこで英語科のマドカ・チェイス先生と出会いま

した。一緒に1年間働いたのですが、彼女が珍しいペンケースを使

っていて、それがビルマ（ミャンマー）の難民を支援するフェアトレ

ード＊ 製品だと知りました。

　1988年にビルマ民主化運動のきっかけとなる事件があったので

すが、後に日本ビルマ救援センターの代表となるカワサキ・ケンさ

んとヴィサカさん夫妻がビルマのヤンゴン滞在中に、学生たちが殺

されたその事件を目の当たりにしました。タイ国境に逃れて難民に

なった学生や少数民族の人びとを支援するために、カワサキ夫妻は

日本帰国後すぐに日本ビルマ救援センターを立ち上げ、支援活動を

スタートしました。活動メンバーは日本で英語教員をしている外国人

が中心で、チェイス先生もこの支援活動に関わっていて、現地の難

民女性たちが生活していくために自助グループを組織して作った織

物製品などをフェアトレード製品として購入し、バザーなどで販売す

るボランティア活動をしていたのです。

　ビルマ民主化運動のことや軍事独裁政権で多くの難民が出てい

ることを私も以前ニュースで知っていたのですが、その後は特に気

に留めていませんでした。チェイス先生から支援活動のことを聞い

て、私も英語教員としてできることをしたいと思い、活動に関わり

始めました。難民の方々の手作り品をバザーなどで販売するほか、

私が関わり始めた当時のセンターは日本にいる外国人にしか難民の

情報を発信していなかったので、私が日本語に翻訳して日本人に向

けても発信するようになりました。現地の様子を伝えるビデオに日

世界で起こっていることが、他人事でなく、

自分のこととして考えられるような心の豊かさを持って

城星学園中学校・高等学校
大阪府大阪市中央区玉造2-23-26
www2.josei.ed.jp

日本ビルマ救援センター
（BRC-J）
1988年からビルマ民主化と難民支援を
行うNGO。民主化の影で国境地域で
は今も政府軍による攻撃・略奪・強制
労働・強制移住が続いており、難民キャ
ンプの人びとや少数民族の支援、日本
の大学生と共に現地訪問、来日したビ
ルマ難民のサポートなどを行っている。

大阪府大阪市城東区森之宮
www.brcj.org

● 取材・文／編集部

撮影していると、「先生、かわいいー！」
と生徒が寄ってきた。先生と生徒の距
離が近いのも城星の特長だ。

ヤウンニウにあるカレン族の難民キャンプの
学校で、生徒たちと（前列中央が中尾さん。
2015年撮影）

支援物資のソーラーランタンを手にする生徒
たち

アニサカンにあるセント・メアリー・ドメニ
カ・マザレロ・コミュニティーの縫製学校で

（右上が山地さん。2013年撮影）

なかお　けいこ

1958年大阪府堺市生まれ。城星学
園高等学校で学ぶ。関西学院大学文
学部卒業後、結婚して3人の子どもを
育てながら自宅で児童英語教室を開
く。育児が落ち着いて母校の城星学
園中学校・高等学校の英語科講師と
なり、職場での出会いがきっかけでビ
ルマ支援に関わり始める。現在も母
校で英語科教諭として働きつつ、日本
ビルマ救援センター代表を務める。

DB's Students
WeareDB's Students
Weare

＊フェアトレード（Fair Trade）：直訳すると公平な貿易。開発途上国の製品や作物を適正な
　価格で継続的に取引することで、生産者の生活向上を持続的に支援する仕組み。

城星学園中学校・高等学校教諭
日本ビルマ救援センター代表

中尾 恵子さん

ドン・ボスコの
教え子たち

連載インタビュー

今、様 な々分野で活躍している
サレジアンな同窓生を紹介します。

サレジオ歴／城星学園高等学校OG
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2017年11月、サレジオ会 EAO 東アジア・オセアニ
ア地域の青少年司牧と広報担当者会議がベトナムで開
催され、ダラットのサレジオ神学院を訪問。神学生た
ちが若さと熱気にあふれる歌を披露してくれた。ベト
ナムでは、サレジオ会の司祭・修道士を目指す70人
以上の神学生が、祈り・勉学・奉仕に日々励んでいる。
神学院食堂の壁一面に描かれているのは、ドン・ボス
コが見た「二つの柱の夢」の場面で、荒波や砲弾を浴
びる教会（船）が聖体と扶助者聖マリアの間に錨（い
かり）を下ろしている。

サレジオ家族が関わりをもつ
世界そして日本の風景を紹介します。

ベトナムは、東南アジアのインドシナ半島東部にある社会主義共和制国家。50以上の

民族からなり、内戦だけでなく、中国・フランス・日本・アメリカ・韓国など諸外国の

介入や、共産主義政権の圧政により受難の歴史を歩んできた。サレジオ会は1940年か

ら宣教師を派遣し、教会・教育・福祉・出版事業を展開してきたが、共産主義政権は宗

教的活動を弾圧。財産没収・投獄・国外追放などによりサレジオ会事業も90％が停止

し、会員数は1985年で78人に減少。しかし、神の支えと会員の不屈の働きにより、現

在は304人にまで復活。ベトナム管区は今、東アジア・オセアニア地域で最も活気があ

り、日本の教会・サレジオ家族にも多くの司祭・修道者・若い志願者を派遣している。

Dalat Socialist Republic of Vietnam

ダラット／ベトナム社会主義共和国
公用語：ベトナム語

Dalat
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Aden, Yemen

Bangalore, India 　「自分の計画と神のみ旨との間に正しい結びつきが

あることは、人生で満たされているためにとても大切

なことです。『この状況で、神は私に何を望んでおら

れるのだろう？』と振り返らなければなりません。……

銃声が聞こえ、シスターたちが倒れるのを見たとき、

主が私にも命を明け渡すよう願っておられるのだと思

いました。しかし、私は捕らえられました。監禁の日々

が延 と々続き、神は私のために何を用意されているの

だろうと困惑の時を過ごしました。しかし、解放され、

私は気づいたのです。神が生きておられ、私たちの

祈りを聞き、ご自分のよいと思われる時に必ず答えて

くださると証しすることが私の使命なのだと。」

家族と故郷の思い出

　「私は1958年、父ヴァルゲーゼと母テレジアクティ

ーの7人の子どもの5番目として、インド・ケララ州の

ラマプラムという美しい村に生まれました。私たちの

小さな家は祈りと愛情、喜びの住まいでした。父は愛

情深く、忍耐強い人でした。一度だけ、家族での夕

の祈りに参加するのを眠気から拒んだ私は父に厳しく

叱られました。子ども心に不満でしたが、人生で何を

優先するか貴重な教訓となりました。母は信心の篤
あ つ

い

優しい人で、子どもを良いキリスト者として育てること

に心を砕きました。私たち兄弟は家事や農場の仕事

を手伝いながら、一致と愛情のうちに育ちました。」

　「子どもの頃から現在に至るまで、喜びの時だけで

なく、最も困難な時も、神は共に歩み、世話してくだ

さいました。希望がないように思われるときも、希望

と勇気で満たしてくださいました。祈っても答えが返

ってこないように思われるときも、神は私をふところに

抱きしめてくださっていたのです。」

サレジオ会司祭・宣教師の道

　トム少年が10年生のとき、サレジオ会員フィリップ・

タイル神父が学校を訪れ、宣教師の道に興味のある

人はいないかと呼びかけた。司祭になる望みを温め

ていたトムは、ほかの数人と共にすぐに手をあげた。

両親は驚いたが息子の望みを喜んだ。

　1990年に司祭に叙階され、育った農場での経験、

技術系の養成を活かしながら、インド各地の現場で貧

しい子ども・若者のための使徒職に邁
まい しん

進した。2009

年、アンチュカンダム管区長は、バンガロール管区に

ゆだねられている宣教地イエメンで働く意志のある会

員を募
つ の

った。イエメンで働いていた親戚、サレジオ会

員マシュー神父の存在は、かねてからウズンナリル神

父の心を熱くするものがあった。「私は内なる呼びか

けに応え、派遣される用意があると管区長に申し出ま

した。」拉致事件は、ウズンナリル神父がイエメンに派

遣されて7年近くたった頃に起きたのだった。

　ウズンナリル神父は自伝で語っている。「今まで以上

に確信していることの一つは、互いのために祈り、互

いに仕え合うことが奇跡を起こすということ。……どの

ように、どこで死ぬかということは大事ではありませ

ん。大事なのは、何のために生き、仕え、死ぬかとい

うこと。もし再び人生を与えられるなら、喜んでまた

司祭になりたいです。」

S a l e s i a n  P e o p l e

サレジアンピープル
世界そして日本のサレジアンな人たちを紹介します。（ ）

S a l e s i a n  P e o p l e

互いのために祈り、互いに仕え合うことが
奇跡を起こします

2016年3月4日朝、中東イエメンのアデンで、神の愛の宣教者会の貧しい高齢者施設をイスラム過激派
のテロリストが襲撃し、修道女4人を含む16人を殺害、施

チ ャ プ レ ン

設付司祭でインド出身のサレジオ会員トム・ウズ
ンナリル神父を拉

ら

致
ち

した。教会や関係諸国の政府、人道団体が尽力し、世界中のサレジオ家族が祈りをさ
さげ続け、2017年9月12日、ウズンナリル神父は奇跡的に解放された。体重は30kg 近く落ち体力を失
っていたが、過

か

酷
こく

な経験をした彼の穏
おだ

やかさ、落ち着きに皆が深い感
かん

銘
めい

を受けた。

News source 
“By Grace of God” , Tom Uzhunnalil, sdb, 2018

ANS 記事より

「ANS」は世界のサレジオ家族ニュースサイト。毎日世界各
地のサレジオ関連ニュースが英語・イタリア語など6か国語で
紹介されています。http://www.infoans.org/

ウ ズンナリル神父は拉致された時のことを語って

いる。「大きな苦しみを感じました。シスター

たち、殺された人びとにあわれみを、そして人殺した

ちをゆるしてくださるように。み旨
むね

を受け入れ、最後

まで神に忠実であるよう恵みと力をくださるよう祈りま

した。」監禁中、時間の大半を祈りにささげ、できるだ

け多くの人のために祈り、霊的にミサをささげ、黙想

したという。

　最近出版された自伝『By Grace of God（神の恵み

によって）』でウズンナリル神父は語っている。「囚
と ら

われ

ていた557日間……私は弱かったけれど、打ち負かさ

れませんでした。不安でしたが絶望することなく、信

頼を失いませんでした。私を捕らえた人たちに傷つけ

られる可能性もありましたが、そのようなことは起こら

ず、糖尿病や過度の緊張で体を壊すこともありえまし

たが、神はそれをおゆるしになりませんでした。神は

試練を与えられましたが、一方で、恵みによって強め

てくださいました。」

トム・ウズンナリル 神父
Fr. Tom Uzhunnalil, sdb

インド・バンガロール管区　
Bangalore, India

2017年9月、ウズンナリル神父は解放後まもなく検査療養等のためローマへ。フェルナンデス総長（左）は自身が首からかけていた「宣教
の十字架」をウズンナリル神父（右）に贈り、解放を喜び合った。

解放後、ローマ総本部で記者会見し、感謝の言葉と過酷な体験を語るウズンナリル神父。
18か月で30kg 近くやせて体力を失っていたが、穏やかさと落ち着きに満ちていた。

2017年12月、ウズンナリル神父はインド・ムンバイのドン・ボスコ・インターナショナ
ルスクールを訪問し、自身の体験を語った。写真は訪問の際、生徒たちとの一コマ。
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　スロベニア・リュブリャナのコ
デリェヴォ共同体で活動する、
困難を抱えた若者のためのスカ
ラ・ソーシャルセンターは、5年
前から「フスカボ」というアーテ
ィスト集団を結成。「チルコラ
ンディア」という舞台パフォーマ
ンス・プロジェクトを立ち上げ、
30人の若者が移住・移民をテ
ーマに参加している。役者のほ
とんどは旧ユーゴスラビア諸国
からの移民の第1世代か第2世
代。多くの観衆に向けて、共生・
創造力・社会環境の尊重などの
価値を表現している。

　サレジオ会韓国管区は、非行

に走る青少年の社会復帰を支
援するため、2018年、済州で
サレジオ青少年更生センターを
開設する。済州家庭裁判所と
連携し、家庭裁判所から任され
た若者たちが家庭や社会生活
に戻るまで一定期間をセンター
で過ごす世話を行う。サレジオ
家族やカトリック教会の司祭・信
徒など多くの協力を得て、開設
が決まった。センターは済州島
の中央に位置するコロンバン会
のサンイシドロ農場に拠点を置
き、ドン・ボスコの少年たちの
家となる。

韓国

危険に直面する青少年の
更生センターを開設

News Source: ANS

韓国・済州のサレジオ青少年更生センター

　東ティモールの首都ディリで
2018年2月24日、「サレジオ
宣教の日」の集いが行われ、約

100人が参加した。今年は日
本宣教の父・フランシスコ・ザビ
エルと、日本のサレジオ会宣
教の父・ヴィンチェンツォ・チマ
ッティ神父についてのセミナー
が行われた。チマッティ神父の
ビデオの翻訳など、東ティモー
ル在住の辻村直さん（サレジオ
高専同窓生、サレジアニ・コオ
ペラトーリ）が尽力。スペイン
人宣教師のマヌエル・フレイレ
師が「チマッティ神父の列福を
願う祈り」を東ティモールのテト
ゥン語にさっそく訳し、ディリに
あるサレジオ会養成支部では、
ノヴェナ（9日間の祈り）を始め
ている。

東ティモール

サレジオ宣教の日に
チマッティ神父を学ぶ

News Source: ANS

東ティモールでもチマッティ神父に
取り次ぎを願う祈りが始まっている

SFW

　シリア紛争が始まって8年、
ますます危機的な状況に陥って
いる。シリアの首都ダマスカス
にあるサレジオ会のオラトリオ
は「平和のオアシス」と呼ばれ、
戦闘が続く中でも現地で暮らす
人びとの精神的・物的支援活動
を続けてきた。
　ムニル・ハナチ神父が院長を
務める支部のユースセンターで
は、小学生から大学生までの
1,300人の青少年が、毎日数
時間、戦闘を忘れる時を過ご
す。サレジオ会は人びとを温か
く迎える雰囲気を心がけ、訪れ
るすべての人に1日1度、食事
を提供している。多くの市民が
事欠いている発電機や水も確
保できている。悲しみや恐怖に
覆われた日常の中、ここに来れ
ば安らぎ、友情、喜びを見いだ

すことができた。
　「状況は今年に入りさらに苦
しくなっています。さまざまな
原理主義グループの拠点にな
っているダマスカス郊外のグー
タから、無数のミサイルや砲弾
が打ち込まれています。多くの
市民や子どもが亡くなり、学校
は休校し、首都には準戒厳令が
しかれました。人びとは大きな
不安にさらされ、私たちのオラ
トリオも、すべての活動を休止
せざるをえなくなりました。バ
スに乗ったり歩いたりしてここ
に通う子どもたちがミサイルの
犠牲になるかもしれないからで
す。状況が少し落ち着くまで、
家にいるように呼びかけていま
す。」この国に平和が回復され
るようにとハナチ神父は祈りを
呼びかけている。

シリア

紛争に苦しむ人びとの「平和のオアシス」
News Source: ANS

首都ダマスカスのオラトリオの子どもたち

　私たちの教会では最も貧しく
て勉強できない子どもたちのた
めに、主任司祭コルデラ・ホセ
神父が数人の大人と青年たち
を集め、子どもたちが成人に向
かって成長すると同時に、職を
身につけられるよう学べないか
ということから「料理・縫製・木
工」のセンターを開設しました。
　2017年度には8歳から18
歳の青少年が集まりました。多
くの子どもたちの家庭では暴
力があり、不登校、性的虐待、
健康問題などを抱えています。

このドン・ボスコの家オラトリオ
は、職業のプロを育てる職業セ
ンターではありません。もっと
素朴なものです。
　学校に通い始めてもやめてし
まう子どもたちを集め、将来、
社会の中で犯罪者や盗人として
生きることがないように、まだ素
直さのある時に小さな職を身に
つけられるような教育をするな
らば、彼らも喜んで通うのでは
ないかということで始めました。
　2016年と2017年には、最
初の良い実りがありました。私
たちが行っていることは小さな
ことで社会事業とは全然比較に
はなりませんが、ドン・ボスコの
心をもって実践している教育の
場であり、彼らを受け入れる家
となっています。どうぞ引き続
き、このセンターを支えてくだ
さい。子どもたちからの祈りと
感謝の言葉をお伝えします。
　「日本の恩人の皆さん、あり
がとうございます。アルゼンチ
ンに来られましたら、ぜひ訪問
してください。ドン・ボスコと共
に。」

アルゼンチン

ドン・ボスコプロジェクト

ドン・ボスコプロジェクト担当者
ソフィアとアグステイナ

聖ヨハネ・ボスコ教会での職業訓練

　ボリビアは国民の約7割が貧
困層で、100人の子どものう
ち20人が栄養失調に陥ってい
ます。
　DBKからの支援金により、ボ
リビアのサレジオ会は、貧しい
地域の子どもたちのために授業
料無償の学校を建設するプロジ
ェクトを展開していますが、私
が働いているモンテーロ市のサ
ンホセ教会での「子ども食堂」

にも力を入れています。
　この「子ども食堂」では、日
本から派遣されたJICA（国際
協力機構）のボランティアが一
緒になってプロジェクトを推進
しており、100人の子どもたち
に、10人のボランティアが昼食
と軽食を提供しています。ボリ
ビアの学校は午前と午後の2部
交代制で、午前の授業を終え
た子どもたちが教会に立ち寄り
昼食を食べ、午後から授業があ
る子どもたちは、教会に来て昼
食をとってから学校に行きます。
子どもたちにとって栄養バラン
スの取れた食事はこれだけなの
で、子どもたちは本当に喜んで
います。親世代の多くは貧しい
地域で学校がなかったため、教
育を受けていません。ここでは、
母親たちへの食育、料理教室、
病気の説明もしています。私た
ちの活動は「大海の一滴」にす
ぎませんが、この一滴が大海に
なるのです。私も貧しさの中で、
喜んで働いています。

ボリビア

サンホセ教会
「子ども食堂」

サレジオ会宣教師
倉橋輝信神父

子ども食堂で昼食を食べる子どもたち

　東ティモール国の最も東部
に位置するラウテム県ロスパロ
ス地区では、院長のトマス・グ
スマオ神父様を初めとする7人
のサレジオ会員たちが準修練
院（20数人の志願者も在籍）、
児童養護施設と教区教会の運
営のために働いています。
　中でも、1959年にサレジオ
会宣教師によって設立された児
童養護施設の歴史は古く、開
設から現在まで、常時、100
人弱の子どもたちを受け入れ
ています。

　この施設で暮らす子どもたち
の多くは、中学卒業後、施設を
卒業し、主に農業で生計を立て
ることになります。このため、サ
レジオ会員と志願者たちは、勉
学以外にも畑作業や家畜の飼育
など、生活に必要な様々な技量
を子どもたちに教えています。
　現在の建屋は、1990年アメ
リカ合衆国国際開発庁の援助
で建設されましたが、28年の
経年劣化のため建屋の天井やド
アなどが傷み、修繕が必要でし
た。修道院と児童養護施設に
水を送る重要な役割を担う給水
塔も老朽化のため危険な状態
でした。
　今回、皆様の温かいご支援
で、同養護施設の修繕工事を
実施しました。とりわけ、子ど
もたちの寝室は雨漏りがひど
く、割れた窓から入る隙間風と
疫病をもたらす蚊に悩まされて
いましたが、もうその心配もい
りません。
　子どもたち、そして彼らと寝
食を共にする会員に代わり、心
より御礼申し上げます。

東ティモール

ロスパロス児童養護施設

サレジアニ・コオペラトーリ
辻村直

ロスパロス児童養護施設の子どもたち

　シエラレオネにあるドン・ボ
スコ・ファンブルの「少女たち
のシェルター」プログラムは、
2017年 の1年 間 で、140人
以上の少女を助けることができ
た。さまざまな虐待の犠牲者で
ある少女たちは、更生の歩み

を始めるために温かく迎えられ
た。その歩みは宗教的、道徳的、
霊的な側面に光を当てる。少女
たちは毎日祈り、共同体と共に
宗教祭儀にあずかり、神が自分
たちを愛し世話してくださるこ
とを再び感じられるようになる。

シエラレオネ

1年間で140人以上の少女を迎えたシェルター
News Source: ANS

ドン・ボスコ・ファンブルのシェルターの少女たち

困難を抱える若者たちによる
舞台パフォーマンス

DBKウェブサイト
http://salesians.jp/about/dbk
機関誌「DBKだより」バックナンバーも

ご覧いただけます。

スロベニア

移民をテーマに
舞台パフォーマンス・
プロジェクト

News Source: ANS

DBK［ドン・ボスコ基金］では、ボリビア、モンゴル、南スーダン、
日本国内など、世界各国のサレジオ関係グループによる青少年の
保護育成プロジェクト等を支援しています。
ご寄付くださる方は、下記の振込口座まで（または本誌とじ込みの
払込用紙にて）お振り込みください。

郵便振替口座番号：00190-5-292253
加入者名：ドン・ボスコ基金
※通信欄の寄付意向にチェックを入れて、寄付金額をご明記ください。寄付者氏名の
非公表をご希望の方は、払込用紙に「匿名希望」（☑チェックマーク）をご記入ください。

Salesian Family in the World 世 界 の サ レ ジ オ 家 族 ニ ュ ー ス
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DBK［ドン・ボスコ基金］は、
特に助けが必要な青少年の保護育成を支援する、
サレジオの基金です。
サレジオ会の創立者ドン・ボスコの精神を受け継ぎ、貧困・家庭
問題・災害等により、特に助けを必要とする青少年を保護育成
する国内外のプロジェクトを支援しています。



生徒も週に2回来てくださいます。以前の

大舎制に比べると、現在はユニット制で小

規模化されていますが、それでも子ども一人

ひとりの関わりには限界がありますので、ボ

ランティアの存在は大変ありがたいです。ボ

ランティアの方 が々優しく抱っこや声かけをし

てくださることは、子どもたちの甘えたいとい

う思いが十分に満たされる特別な時となっ

ています。このように多くの方 に々支えられて

子どもたちは日々 成長しています。

● 一人ひとりとの関わり、

　家庭との関わりを大切に

　乳児院の分散化により、つぼみの寮の

定員は、35人から30人に減りました。今

後一層、乳児院の小規模化が進められる

中で、一人ひとりに対してはより密な関わり

が望まれます。それぞれの地域に乳児院が

できることにより、面会など家族の交流も行

いやすくなり、家庭復帰に向けた家庭の再

構築がより進むことが期待されます。

● 子どもたちから

　喜びと感動をいただく日々

　乳幼児期は、人格形成の一番大切な

土台を築く時です。この大切な時期を過ご

している小さな命に関わらせていただいてい

ることを、日々 感謝しています。私たち一人

ひとりは、子どもたちのお世話をする一方で、

子どもたちの日々 の成長や何気ないしぐさに

癒
いや

され、多くの喜びと感動をいただいていま

す。とはいっても、幼い子どもたちですから、

病気や怪我など日々 たくさんの心配があるこ

とも確かです。決して楽な仕事ではありませ

んが、職員一人ひとりは、「自分たちは子ど

もたちのために、必要とされ、神さまに呼ば

れたのだ」と確信しています。自らのかけが

えのない命に気づき、かけがえのない命に

奉仕するために神から呼ばれた存在である

ことを日々 自覚し、この天職を通して神様の

創造のわざの継続に参与していきたいと思

っています。
（文・写真／社会福祉法人カリタスの園 乳児院 つぼみの寮提供）

● 家庭で養育困難な乳幼児の

　「もう一つのお家」

　乳児院は、様々な事情により、家庭で

養育が困難な乳幼児をお預かりする、子

どもたちにとっての「もう一つのお家」です。

「宮崎つぼみの寮は、キリストの優しさに包

まれて一人ひとりが愛されていると感じ、喜

びと感謝の心で、かけがえのない命を大切

にする乳児院です」とのビジョンを掲げ、子

どもたちの成長を愛情をもって支えるよう努

めています。

● 地域の子育て相談、

　里親サポートへの取り組み

　2016年度の児童福祉法の改正により、

「家庭養護の重要性」が打ち出されまし

た。つぼみの寮は、1935年に創設以来

83年間、県内唯一の乳児院でしたが、「宮

崎県家庭的養護推進計画」（15年計画）

で県内の乳児院の地域分散化、里親へ

の委託推進を含めた支援が進められ、県

南方面に新たな乳児院が開設され、いず

れは県北でも乳児の受け入れが行われる

予定です。

　こうした中で、つぼみの寮には2016年

4月に児童家庭支援センターが併設され、

子育て相談や里親トレーニング事業が行

われるようになりました。子育て相談では、

365日24時間、保護者や子ども自身からの

多岐にわたる相談に応じています。もちろん

真夜中の電話相談であっても対応します。

　里親トレーニング事業では、乳幼児から

の里親委託も想定し、低月齢の赤ちゃん

の養育技術の向上を目的にトレーニングを

行っています。個別トレーニングでは、ミル

クの作り方、授乳や離乳食の食べさせ方、

沐
もく

浴
よく

の仕方、オムツ交換などのトレーニング

を行っています。グループトレーニングでは、

子どもの発達や障害、病気の時の対応の

仕方など、様 な々テーマで講演会も行いま

す。講演会には里親だけではなく、県内

の児童養護施設など里親支援専門機関

のスタッフも参加します。里親が子育てをし

ていく上で様 な々困難に直面したとき、孤

立することなく、しっかりとサポートしていく体

制の構築が必要だからです。それは里親

だけではなく、子どもの幸せに必ずつながっ

ていきます。

● ボランティアの存在に支えられて

　乳児院には、個人やグループなど、様々

な方がボランティアとして関わってくださってい

ます。近くにあるサレジオ会の日向学院の

１．つぼみの寮で働くスタッフの皆さん。
２．つぼみの寮の子どもと保育士のシスター。
３．つぼみの寮のために作られたイエスさまと赤ちゃん

のご像の祝別式。
4．七五三の祝福の祈り。
５．「こども家庭支援センターつぼみ」として地域の親子

のために開催している「なかよしタイム」の一コマ。
６．７．毎年5月に行われる聖母行列。
８．日向学院のボランティアの皆さんに勤労感謝の集い。
9．日向学院のボランティアの生徒。一人ひとりが愛されていると感じ

かけがえのない命を大切にする乳児院
社会福祉法人カリタスの園 乳児院 つぼみの寮

社会福祉法人カリタスの園

乳児院 つぼみの寮
宮崎県宮崎市吉村町沖ノ原甲1543
http://miya-tubomi.jp

サレ
ジオ

家 族 探 訪

各地の
ドン・ボスコの仲間を
 紹介します!

Visit
the Salesian Family

2

5

81

3

6

9

4

7

V i s i t  t h e  S a l e s i a n  F a m i l y

イエスのカリタス修道女会
宮崎県宮崎市吉村町
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───────────────────

2016年夏の上五島巡礼に続き、2017年8
月も「祈りながら歩く、歩きながら祈る」を
テーマに、サレジオ青年のための徒歩巡礼
を行った。訪れたのは宮崎県！　サレジオ
会が日本で活動を始めたところであり、日
本のサレジアン・シスターズの事業の出発点、
そしてイエスのカリタス修道女会（以下カ
リタス会）の誕生の地と、サレジオ家族に
最もゆかりの深い場所である。巡礼団は全
国から集まったサレジオ青年と、カリタス
会志願生、3修道会の神父・ブラザー・シス
ター方の計27人。4日間の「サレジオ家族
の原点に迫る」旅の記録を綴る。

───────────────────
●文・写真／SYM�JAPAN事務局

カ リタス会の宮崎修学志願院に
現地集合し、志願生たちとの昼
食から巡礼が始まった。隣の宮

崎修道院には歴史展示資料室があり、カリ
タス会の草創期を知る村岡雪枝シスター
の解説を受けながら（右ページ写真1）、初
期のサレジオ会員とカリタス会の想像を絶
する労苦の歴史を学んだ。その後サレジオ
会が初めて司牧を受け持った宮崎教会（2）、
チマッティ神父が唯一校長を務めた日向学
院中学校・高等学校（3）、隣接するサレジオ
会宮崎修道院を巡って志願院に戻り、1日
目を終えた。
　今回の巡礼は宮崎の強すぎる日差しを避
けるため、夜早く寝て真夜中に起床、朝ま
で歩き、午前中また少し寝て正午に起床し
活動を再開するという過酷なスケジュール
だった。26日0時半、チマッティ神父が行
き来していたという宮崎～田野の道のりを
たどるため、志願院を出発した。まず4km
を歩き、南宮崎教会を訪問（4）。その後コン
ビニで休み祈りながら（5）、シスター方が
洗濯にきていたという川を渡り（6）、美し
い自然の中を歩き（7）、16kmを経て到着！
田野聖母幼稚園で休憩した後、チマッティ
神父が苦労して育てたという田野教会でお
話を聞き、信徒の皆さんと共にミサをささ
げた（8）。この日は朝食、昼食、夕食までも

田野教会信徒の皆さんがご用意してくださ
り、宮崎の美味しい地鶏や冷や汁などを堪
能した…！
　そうして27日午前2時、満天の星と流れ
星に大騒ぎしながら、徒歩巡礼再開。途中、
都城教会信徒の方がご自身の会社を休憩
場所に貸してくださり（9）、20kmを超え
る道のりを歩き切って、ついに都城教会に
たどり着いた！（10）　徒歩巡礼はこれに
て終了。カリタス会が運営する都城聖ドミ
ニコ学園高等学校を見学し、都城教会で昼
食（流しそうめん！スイカ！）をいただいた。
信徒の皆さんにお話を聞き、共にミサをさ
さげてお別れ。バスで日向学院海の家に移
動し(11)、最後の分かち合いをした（12）。
　最終日は海で過ごし、疲れも知らず若者
らしくはしゃいで遊んだ。
　4日間の旅の記録は以上。無償の愛で私
たちを受け入れ、サポートしてくださった
宮崎の皆さんに深い感謝を示すとともに、
参加者の声を紹介して終わりたいと思う。

「生き証人とも言えるシスターや、当時の
信徒の血を引くご家族のお話は、どんな史
料を読むよりもずっと現実的に心に響いて、
非常に貴重な経験となった」

（24歳・望洋庵青年）

「本当にお金も言葉も何もない中で、どう
してここまでのことができたのかと、宣教
師たちの不屈の精神に感服した。並々なら
ぬ苦労の上に今のカトリック教会があるこ
とを思うと、普段の自分の信仰生活や生き
る姿勢について考えさせられた」�
� （23歳・サレジオ学院OB）

「教会が小さくても人が少なくても、信徒の
方は自分の教会に誇りをもっていて、特長
をよく認識しており、それはすばらしいこ
とだと感じた。正直、自分の教会に自信を
もったことなどなかったし、ほかにすごい
教会がたくさんあるじゃないかと思ってい
たが、巡礼の中で自分の教会に興味がわき、
その歴史と価値を理解して自信をもちたい、
もつべきだと感じた」� （21歳・聖書学校OB）

つながれ！
サレジオ青年

Salesian Youth Movement Japan
SYM JAPAN

日向学院中学校・高等学校
サレジオ会 宮崎修道院

カトリック宮崎教会
イエスのカリタス修道女会 宮崎修道院・宮崎修学志願院

カトリック南宮崎教会

田野聖母幼稚園
カトリック田野教会

道の駅山之口

文昌堂

日向学院 海の家

カトリック都城教会

徒歩
車・バス移動

都城聖ドミニコ学幼稚園・高等学校
イエスのカリタス修道女会 都城修道院

鰐塚山鰐塚山
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三股市三股市

宮崎県宮崎県

日
南
線

吉
都
線

日豊本
線

10

10

269

268

222

220

宮崎自動車
道

一ツ
葉
有
料
道
路

祈りながら歩く、歩きながら祈る。
～サレジオ家族の原点に迫る～
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最後に記念撮影。参加してくれた青年の皆さん、集いを支えてくださった神父様、シスター、

信徒の方々、そしてチャーベス神父様ありがとうございました！

チャーベス神父が、現代社会の重大な課題として

挙げた「経済的不平等」「平和の維持」「気候変動」「移民問題」「人種主義」

の5つについて、自分たちに何ができるかをグループごと分かち合いました。

夕食が終わると、さっそくレクリエーションタイム。ドン・ボスコの歌に合わせて、みんなでLet’s Dance♪

講 話で は「社 会 が 直 面 する課 題に関 心をもつように」「“Think Globally, Act Locally.”まず自分自身が変わることが大切」「何のために、何をしたいのかを明確に意識して取り組んでほしい」とメッセージ。

聖体賛美式。「あなたがたは地の塩、世の光である」（マタイ5章）を読み、「塩が形を変えても味を保つように、私たちも形を変えられても大切なことをずっと伝える存在でありたい」と話されました。

ダンスの次は自己紹介ゲーム。名前や、サレジオ家族との

つながりを聞いて、メモメモ…。新しい友達がたくさんできました！

レクの後は、チャーベス神父への質問タイム！　「好きなメキシコ料理は何です
か？」『SASHIMI!（刺身！）』おちゃめな答えにみんなで大笑い。

初めに調布教会信徒の方々が作ってくださった夕食を、いただきます！　こちらのテーブルはチャーベス神父と、山野内管区長も一緒に。緊張してるかな？

SYM JAPANの
公式Twitterアカウントができました！
　　　　https://twitter.com/SYMJAPAN

　　　「@SYMJAPAN」で検索！　フォローしてね！

●公式Facebookグループ【SYM JAPAN】
　https://www.facebook.com/groups/SYMJAPAN

●公式LINE@アカウント【＠pzs3581n】
　https://line.me/R/ti/p/%40pzs3581n

お問い合わせ先
SYM JAPAN事務局　symjapan@salesians.jp

第13回
SYMの集い☆スペシャル

つながれ！
サレジオ青年

Salesian Youth Movement Japan
SYM JAPAN

2017年10月21日、東京・調布サレジオ神学院で第
13回SYMの集いが開かれました。今回はスペシャル
な集いとして、来日されたサレジオ会前総長のパス
クァール・チャーベス神父をご招待！　約60人の青年
が集い、サレジオ家族の仲間たち、そしてチャーベス
神父との交流を楽しみました。

Salesian Youth feat. Fr.Chavez!

ようこそ！
チャーベス神父様
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話をします。今回も2日でのべ約60人の卒業生が協力し、高
校1年生は興味のある分野の話を聞き、アドバイスを受けまし
た。最終日は「起業しよう！」をテーマに、関心のある学問・職
業で30のグループに分かれて事業案を作成し、プレゼンテー
ションしました。

 都城聖ドミニコ学園高等学校　（宮崎県都城市）

地元のお祭パレードに参加

　都城聖ドミニコ学園高等学校のインターアクトクラブは、
2017年11月23日、地元の宮崎県都城市で開催された「島津
発祥まつり」の「みやこんじょ歴史絵巻明道館パレード」に参
加。おんな城主春

しゅん

嶺
れい

のなぎなた隊や巫
み

女
こ

役を演じたほか、カナ
ダからの留学生も着物を着て笑顔で行進し、放課後の練習の成
果を発揮していました。

 城星学園中学校・高等学校　（大阪府大阪市）

「お米ワンカップ運動」で釜ヶ崎支援

　城星学園中学校・高
等学校では、ボランテ
ィア活動グループ「ラ
ウラサークル」の呼び
か け で、2017年11
月 29 日 〜 12 月 12
日、「お米ワンカップ
運動」を行いました。
これは、「他者のため
に、他者と共に生きる」というドン・ボスコの精神により、ホ
ームレスから立ち上がろうとしている方々のための自立支援
施設である釜ヶ崎「出会いの家」への支援として毎年行ってい
る活動で、城星学園小学校も協力しています。厳しい冬の寒さ
のなか生活に苦労なさっている方々に「出会いの家」を通して
支援物資をお届けすることができました。

 目黒星美学園中学高等学校　（東京都世田谷区）

近隣の団地で「ひまわりカフェ」開催

　目黒星美学園中学高等学校は、2017年12月19日、学校近
隣の団地で、地域の皆さんと協力し「ひまわりカフェ」を開催
しました。これは、恒例となっている東北被災地ボランティア
研修の際に仮設住宅でお茶を飲みながら団らんする集い「星
美っ子カフェ」の経験を活かし、身近な地域でも実践するも
の。当日は9人の生徒と約40人の団地の皆さんが参加。最初
は緊張気味だった生徒も、輪の中に入って自己紹介をし、年末
年始の過ごし方や地域の良いところを教えていただいたり、戦
争中の体験談を聞いたりするうちに、皆さんと打ち解けること
ができました。生徒による合唱には大きな拍手をいただき、懐
かしい歌も一緒に歌って、温かい交流のひと時となりました。

 サレジオ工業高等専門学校

ビジネスプランコンテストで大賞

　2018 年 1 月 28 日、 東 京
都 町 田 市 の「COMMUNE 
BASE マチノワ」で初開催さ
れた「まちだ未来ビジネスプ
ランコンテスト＆マーケット
2017」の最終審査会が行わ
れ、サレジオ工業高等専門学
校機械電子工学科3年（当時）
の杉山大季さんが発表した

「小型電動二輪車の非接触給
電スポット」が、最年少の登壇
ながら一般部門と学生部門総合1位の大賞を受賞しました。こ
れは電動自転車の充電器を外さずに充電できるようにする仕
組み。機械電子工学科では、外部イベントへ積極的に参加でき
る環境を整え、プレゼンテーション能力やコミュニケーション
能力の育成にも力を入れています。

スクール

ライフ！
レポ
ートサレ ジ アン

S a l e s i a n  S c h o o l  l i f e !  R e p o r t

 サレジオ中学校　（東京都小平市）

全日本中学校バレーボール選手権大会で
準優勝

　サレジオ中学校のバレーボ
ール部は、2017年8月25日、
宮崎県で開催された第47回
全日本中学校バレーボール選
手権大会・男子の部で決勝に
進出、駿台学園中学校（東京都
北区）と対戦して見事準優勝
の成績を収めました。全国制
覇にはあと一歩でしたが、2003年・2013年に続く3度目の
準優勝という快挙です。日向学院中学校・高等学校（宮崎県宮
崎市）は、兄弟校としてサレジオ中学校バレーボール部に練習
場を提供するなど、物心両面で応援しました。

 大阪星光学院高等学校　（大阪府大阪市）

化学グランプリで2人が金賞獲得

　2017年8月18〜19日、「夢・化学-21」委員会と日本化学
会による「化学グランプリ2017」の二次選考が筑波大学（茨
城県つくば市）で行われ、大阪星光学院高等学校3年（当時）の
宮川暉

てる

史
ふみ

さんと米田圭
けい

佑
すけ

さんが金賞を獲得しました。全国4千
人を超える高校生の参加者の中から一次選考を通過した成績
上位者80人が二次選考（実験をともなう記述式試験）に挑ん
だ中での快挙。大阪星光学院からはほかにも2人が銀賞と銅賞
を獲得しました。

 星美学園中学校　（東京都北区）

中学2年生で作家デビュー

　星美学園中学校2年（当時）の
鈴木るりかさんが、2017年10
月、連作短編集『さよなら、田中
さん』（小学館）で作家デビュー
しました。鈴木さんは小学4年生
の時（2013年）、小学生対象の

「12歳の文学賞」（小学館主催）
に小説を応募して大賞を受賞。続
く2014年と2015年も史上初
となる3年連続で大賞を受賞し
ました。大の本好きで、幼い頃
から自宅の隣にある図書館に毎

日のように通っていたそうです。本書は5つの連作短編からな
り、底抜けに明るい母親と二人で暮らす小学6年生の少女「花
ちゃん」が主人公。二人の日常の出来事を、ユーモラスに、時
にじわっと泣かせる筆致で描いています。

 目黒星美学園・星美学園・サレジオ学院

合同錬成会を開催

　目黒星美学園中学高等学校
（東京都世田谷区）、星美学園
中学校・高等学校（東京都北
区）、サレジオ学院中学校・高
等学校（神奈川県横浜市）の
合同錬成会が2017年10月
28日に開催され、生徒会やカ
トリック研究会などの生徒有
志と教職員が参加しました。参加者は調布サレジオ神学院とサ
レジアン・シスターズ本部修道院（いずれも東京都調布市）を
訪問し、チマッティ資料館の見学・墓所巡礼、聖堂での祈り、茶
話会などを通して、サレジオ家族のつながりを深める有意義な
ひと時を過ごしました。

 日向学院中学校・高等学校　（宮崎県宮崎市）

書道部　国際学会でパフォーマンス

　日向学院書道部は、2017
年11月5日、シーガイア・コ
ンベンションセンター（宮崎
市）で開催された「ISEC国際
溶媒抽出学会2017」の歓迎
パーティーで、世界各国から
のゲスト約350人を前に、和
楽器の情熱的な音楽に合わせて書道パフォーマンスを行いま
した。パフォーマンス後にはゲストの中から希望者を募って書
道体験を行い、書道部員がアシスタントとして漢字の書き順を
教えたり、名前の手本を書いたりして、楽しい体験・交流の機
会となりました。

 サレジオ学院高等学校　（神奈川県横浜市）

2泊3日で高1進路ガイダンスを実施

　サレジオ学院高等学校は高
校1年生を対象に、2017年
11月13〜15日、国立オリン
ピック記念青少年総合センタ
ー（東京都渋谷区）にて2泊3
日の進路ガイダンスを実施し
ました。夜の部では、毎年多く
の卒業生である大学生・大学
院生が訪れ、大学での学びの

サレ
ジオ
家族
の学
校の
皆さ
んが
学校
生活
をエ
ンジ
ョイ
して
いる

様子
を、
各校
のH
Pや
Fac
ebo
okか

らご
紹介
しま
す。

鈴木るりかさんの作家デビュー作
『さよなら、田中さん』

全日本で準優勝した
サレジオ中学校バレーボール部

チマッティ資料館で
コンプリ神父の話を聞く生徒たち

「お米ワンカップ運動」で集まった支援物資

サレジオ学院高等学校1年生の
進路ガイダンスの様子

大賞を受賞した杉山大季さん（左）と
指導教員の米盛弘信先生

パレードで役を演じる都城聖ドミニコ学園高等学校の生徒たち

地域の方々とのお茶会で一緒に歌を歌う目黒星美学園中学高等学校の皆さん

書道パフォーマンスの作品と
日向学院書道部の皆さん
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同窓生

サレジオ同窓会日本連合
若手ワーキングチーム初会合を開催

　サレジオ同窓会日本連合（サレジオ高専、
サレジオ小学校中学校、サレジオ学院、大
阪星光学院、日向学院）は、2017年10月
の役員会で若手を中心とするワーキングチ
ーム（WT）を発足、その初会合が2017年
11月25日、サレジオ会の研修施設サイテ
ック（東京都杉並区）にて開催された。この
WTは、日本にある5つのサレジオ会学校
の同窓生16人からなり、顧問を三島心神父
と鈴木正夫神父が務める。
　WTは、広報、アジア大会（2020年に日
本で開催予定）、財務法人化の3チームから
なり、この日の会合には、来日中のヴァツラ
フ・クレメンテ神父（サレジオ会東アジア・オ
セアニア地域顧問）、山野内倫昭神父（サレ
ジオ会日本管区長）も同席して、同窓会連
合の世界・アジア地域における最新の状況や
同窓会青年部について有益な情報を分かち
合い、また広報や財務に関わる諸課題につ
いても意見を交わした。
　ドン・ボスコの精神「アッシステンツァ（助け
を必要とする若者と共に、若者のために）」を
大切にすること、同窓生間で同窓会連合に
関する情報を共有し協力や寄付を呼びかける
ため公式ウェブサイトを立ち上げること、サ
レジオ会学校の在校生や若手同窓生の交流
に資する意義ある援助や行事を企画していく
ことなどの方向性を確認する会合となった。
　WTでは引き続き会合・交流を重ねなが
ら、同窓会連合の具体的なプロジェクトを検
討・実施していく。

青少年

YCC（Youth Catholic Camp）
日向学院海の家で開催

　毎年春休み恒例のYCC（Youth�Catholic�
Camp）が2018年3月24～27日 の4日
間、日向学院海の家（宮崎県日南市）にて開
催された。今回の「十字架が教えてくれるこ
と」をテーマに、九州各地のカトリック学校
や教会の中高生52人が参加し、大自然の
中で充実した時を分かち合った。

修道会・信徒の会

サレジオ家族
チャーベス名誉総長の合同黙想会と
サレジアンファミリーデイを開催

　2017年10月15～21日、サレジオ会、
サレジアン・シスターズ、イエスのカリタス
修道女会の院長・代表者ら45人が、サレジ
アン・シスターズ山中黙想の家（山梨県南都
留郡）に集い、サレジオ会名誉総長パスクア
ール・チャーベス神父の指導による黙想会が
行われた。テーマは、教皇フランシスコによ
る全教会のための、特に奉献生活者のため
の「宣教する弟子プロジェクト」に焦点をあ

てたもの。サレジオ家族の修道者は、地の
塩、世の光となるために、神と隣人を中心
とする生き方、グローバルな世界の挑戦に
開かれた生き方をより深め前進しなければ
ならない、と語った。
　チャーベス神父はイタリア・ローマから来
日。1週間の黙想会の後、10月21日は調
布サレジオ神学院（東京都調布市）で日本の
SYM（サレジオ青年運動）の若者との集いを
開催。翌22日は星美学園（東京都北区）で
日本のサレジオ家族8グループ約180人が
集う「サレジアンファミリーデイ」が行われ、
DBVGドン・ボスコ海外青年ボランティアグ
ループの活動報告会と「世界宣教の日」にあ
たりチャーベス神父の講話があった。チャー
ベス神父は「若者たちは自ら出かけて行き、
他の人たちと何かを分かち合う素晴らしい体
験を話してくれました。私たちは、救い主イ
エスの愛を地の果てまで伝えに行く、宣教
師の"家族"。世界中そして"デジタル大陸"で
も、私たちの喜びを、まだ知らない人たちと
分かち合うために、神の導きに信頼して出
かけて行きましょう」とのメッセージを送り、
日本でのたくさんの出会いと家族的な分か
ち合いに感謝の言葉を述べた。

イエスのカリタス修道女会
東北被災地の復興を願う祈りの旅

　2017年12月19～21日、イエスのカリ
タス修道女会スモールクワイアは東北被災
地復興支援を続けるカリタスジャパン石巻ベ
ース（宮城県石巻市）と米川ベース（宮城県
登米市）の活動に参加し、クリスマス・ミニ
コンサートツアーを行った。同会のスモール
クワイアは震災後から被災地の慰問を続け
ており、今回は8人のシスターが訪問。宮

教育・福祉

星美ホーム後援会
チャリティーイベント初開催

　2017年10月7日、児童養護施設�星美
ホーム（東京都北区）のオフィシャル後援会
「Seibi�Shining�Kids�Family」は、 初の
チャリティーイベントを開催、星美ホーム講堂
（サローネ）が満席となる約100人が集まっ
た。星美ホームでは施設の老朽化と養護環
境の変化に対応するため建て替えを順次進
めているが、サローネの建築資金が足りず、
寄付金（目標額1億円）を募集している。こ
のチャリティーイベントは、地域社会の皆さ
んに星美ホームの活動への関心を寄せてい
ただき、社会の皆さんと共に子どもたちを
育て、未来につなげていくよう呼びかける
もの。星美ホームの指導員、ケアワーカー、
臨床心理士などの専門スタッフや、建築家、
後援会の代表者、ボランティアらが、子ども
たちの状況や支援の必要性を訴えた。また、
エンターテイメントとして子どもたちとゲスト
が歌を披露し、星美ホーム特製の軽食も振
る舞われ、支援者の皆さんと和やかな懇親
のひと時を過ごした。
　Seibi�Shining�Kids�Family は 公 式
Facebookページでも随時、子どもたちの
未来を共に考えるイベントの開催案内や星美
ホームの行事紹介、寄付募集を行っている。

サレジオ工業高等専門学校
フィリピン・タイ・日本
学術文化交流研修
　2017年10月28日から8日間、サレジ
オ高専（東京都町田市）が受け入れ機関とな
り、JST科学技術振興機構の日本・アジア青

少年サイエンス交流事業「さくらサイエンス
プラン」を実施、フィリピンからドン・ボスコ・
マンダルイヨン工科大学の学生10人と、タ
イから泰日工業大学の学生2人が来日した。
　宮ヶ瀬ダム・水とエネルギー館、三光機械
（株）本社工場、日本科学未来館等の見学
を通して、自然と科学技術の関係や日本の
最先端技術について学ぶ機会を提供。また、
日本の伝統文化体験教室も開催し、浴衣姿
で狂言の所作に挑戦、貴重な異文化体験と
なった。サレジオ高専キャンパスでは、デザ
イン・工学の専門授業や実験施設等を見学
し、メモを片手に教職員や学生らに積極的
に質問。英語授業や剣道部体験稽古に参加
したこともあって、日本人学生と活発に交流
する微笑ましい姿がキャンパスのあちらこち
らで見受けられた。

サレジオ会員と協働者との集い初開催

　日本全国のサレジオ会の事業所で働く
協働者とサレジオ会員の初めての集いが、
2018年1月7～8日の2日間、神奈川県三
浦市の研修施設で行われた。日本全国のサ
レジオ会の学校（5校）、幼稚園（3園）、保
育園（1園）、児童養護施設（2施設）、出版
部門（1社）の計12事業所から、協働者の代

表20人とサレジオ会日本管区長の山野内倫
昭神父をはじめとするサレジオ会員14人の
計34人が参加した。日本では今、青少年を
取り巻く家庭や社会の環境が変化し、またサ
レジオ会員数が減少し高齢化が進んでいる。
この状況の中で、とくに協働者の思いや体
験に耳を傾け、今後サレジオ会員と協働者
が助け合って「ドン・ボスコらしい教育」をど
のように実践し、サレジオの使命を果たして
いけるのかについて、夢や課題を分かち合
う機会として、この集いは企画・開催された。
　1日目は、各事業所の紹介と祈りの集い、
懇親会をとおして互いを知り合い、和気あ
いあいとした家族的な雰囲気を楽しんだ。2
日目は、3人の協働者の体験と意見に耳を
傾け、校種別（業種別）のグループに分かれ
てサレジオ精神を実践するための課題や夢
などについて分かち合い、最後は感謝のミ
サを捧げて集いを終え、充実した学びと出
会いの機会となった。

サレジオ家族教職員養成講座
新年度も受講者を募集中

　サレジオ会の研修施設サイテック（東京都
杉並区）で開催されているサレジオ家族教職
員養成講座（参加者約50人）が、2018年
3月9日、2017年度（全6回）の最終回を迎
えた。参加者の教職員は、年度の締めくく
りにあたり1年間の講座を通して学んだ「教
育者ドン・ボスコ」の姿を再度ふり返り、次年
度に向けた目標をドン・ボスコのご絵の裏に
記して持ち帰った。この日は皆勤賞・精勤賞
の表彰も行われた。2018年度も5月から講
座を開催予定。司祭・シスター・教職員有志
からなる講座コーディネーターズがプログラ
ムを企画し、新たな参加者を募集している。

星美ホーム後援会チャリティーイベントの様子

フィリピンとタイから来日した学生たち

協働者の体験と意見に耳を傾ける参加者

サレジオ家族教職員養成講座で学ぶ参加者たち

YCCの参加者。日向学院海の家にて。

東北被災地で歌うスモールクワイア

サレジアンファミリーデイでチャーベス名誉総長を囲んで

吉田連合会長と山野内管区長を囲むサレジオ同窓会連
合ワーキングチームのメンバー（2017年10月）

国内ニュース
サレジオ家族
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C 『オラトリオの少年たち』
ドン・ボスコによる傑作「ドメニコ・サヴィオの生涯」
を含む、オラトリオの3人の少年の伝記集。ドン・
ボスコはどのように少年たちと関わり、少年たちは
どのような気持ちで過ごしていたのか、生き生きと
した表現で伝わってくる。
ジョヴァンニ・ボスコ 著／
アルド・ジラウド 解説・注釈／浦田慎二郎 監訳
A5判並製　380頁　ドン・ボスコ社

B 『こころの教育者ドン・ボスコの
「ローマからの手紙」』

“伝わる愛”を実践した教育者ドン・ボスコ。本誌の
特集で紹介した彼のメッセージが凝縮された「ロー
マからの手紙」全文と、その教育法のエッセンスを
紹介する「読み解きガイド」、関連する聖書の言葉
を収載。サレジオ家族の必読書！
サレジオ会日本管区 編／浦田慎二郎 改訳・監修
四六判中綴じ　60頁　ドン・ボスコ社

A 丸型ホーリー・ステッカー
「ドン・ボスコ」

ドン・ボスコのお守りステッカー。イタリア語で
「Proteggimi」（私を守りたまえ）と記され、ドン・
ボスコは金色にふちどりされている。スマホ・手帳・
車…など、いつも目にする物に貼って、ドン・ボスコ
の保護を願おう。
直径40mm　厚さ2mm　イタリア製　ドン・ボスコ社

「ドン・ボスコの風」について ─ 
「ドン・ボスコの風」はサレジオ会創立者ドン・ボスコが1877年
に創刊した”Bollettino�Salesiano”の日本版。サレジオに関
わる人びとの生き方や活動を紹介し、サレジオ家族の絆を深め
るサレジオ会広報誌です。

本誌をご希望の方へ　ご寄付のお願い 
本誌をご希望の方は、上記奥付の「ドン・ボスコの風」編集事務
局までお申込みください。本誌は無料配布ですが、趣旨にご賛
同くださる皆様のご支援をお願いします。下記の振込口座まで
（または本誌綴じ込みの払込用紙にて）ご寄付いただいた方に
は次号より1部贈呈いたします。

　　郵便振替口座番号　00100-7-412947
　　加入者名　「ドン・ボスコの風」編集事務局

Salesian Bulletin Japan
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フェイスブックとインスタグラム、はじめました。

#ドン ボスコ社イエスの香りをお届けします。

城県東松島市野
の
蒜
びる
の集団移転団地の集会所

や、南三陸町のあさひ幼稚園、のぞみ福祉
作業所、志津川の災害公営住宅、南三陸町
の入谷桜沢公営住宅など、各地で皆さんが
平和で幸せであるように祈りを込めて歌い、
地元の方々やボランティアの方々と団らん
や食事を共にして和やかな時間を過ごした。
また、訪れた震災遺構では、亡くなった方
のため、被災地で今もなお苦しむ方のため
に祈りを捧げた。

イエスのカリタス修道女会
国際養成研修会を開催

　2018年1月10～23日、イエスのカリタ
ス修道女会は修道会発祥地である日本で国
際養成研修会を開催し、今回は韓国と日本
のシニアシスター20人が参加。長崎から始
まり、発祥の地を巡り、東京杉並の日本管
区本部で研修を行った。創立者アントニオ・
カヴォリ神父を直接知る会員の証言を聞き、
会の創立の歴史や精神を学んだ。ゆかりの
場所に触れることは、韓国だけでなく日本の
会員にとっても貴重な体験となり、共に学び・
祈り・交流する喜びの時となった。

サレジアン・シスターズ
東アジア管区協議会に青年代表が参加 

　2018年2月8～14日、サレジアン・シス

ターズのCIAO東アジア管区協議会がタイ
のサンプランで開催され、シスター・イヴォ
ンヌ・ランゴア総長をはじめアジアの9つの
国や地域から代表者が参加した。この会議
は2014年総会をふり返り、次期総会に向
けた課題を探るもの。今回は一般信徒とし
て共に働く人びと（ミッションパートナー）と
青年にも参加枠が広がり、日本管区からは3
人のシスターのほか、2人の青年も参加した。
　青年代表として参加したVIDES�JAPAN
（サレジアン・シスターズの国際ボランティ
ア団体）の山田真人さんは、会議のプログ
ラムの中で、自身がサレジアン・シスターズ
との関わりや活動を通して成長した経験を
活かし、現在は日本でのビジネスを通じてア
フリカのマラウイに給食支援をする仕事をし
ていることを「生きた証し」として紹介した。
　多様性豊かなアジアの経験や課題を共有
し、ミッションパートナーや青年と共に、ドン・
ボスコの精神で社会と積極的に関わっていく
ことを確認する有意義な会合となった。

サレジオ家族
サレジオ霊性セミナーを開催

　2018年2月10日、関東地区のサレジオ
霊性セミナーが、イエスのカリタス修道女
会管区本部（東京都杉並区）にて開催され、
サレジオ家族のメンバー約180人が参加し
た。2018年のサレジオ家族年間目標（スト
レンナ）に関するフェルナンデス総長のビデ
オメッセージを視聴した後、日宇愛シスター
（イエスのカリタス修道女会）が今年1月に
ローマで開催されたサレジオ霊性週間の内
容を紹介しながら講話を行った。ストレンナ
のキーワードである「傾聴」と「同伴」につい

て、「話すことより聴くこと、静けさのうち
に神や目の前にいる若者・大切な人を中心に
おいて、居心地のよい自分の殻から抜け出
す勇気と忍耐が必要」、「かかわりを求めて
いる若者たちに『私はあなたのためにある』
とまなざしと全存在で伝えたのがドン・ボス
コ。問題を解決しようとするのではなく、若
者が望みや思いを表現できるように心を開
き、謙虚に若者を神にゆだねる気持ちで祈
ることが大切」だと語った。
　午後は、浦田慎二郎神父（サレジオ会）が
近刊『オラトリオの少年たち』の紹介を行っ
た。今回のサレジオ霊性セミナーは、サレジ
オ家族教職員養成講座の教職員コーディネ
ーターやSYM（サレジオ青年運動）の若者た
ちも参加し、長崎地区、大分地区でも開催
された。

サレジオ会
二人のサレジオ会員の終生誓願

　2018年3月19日、調布サレジオ神学院
（東京都調布市）聖堂にて、サレジオ会日本
管区長の山野内倫昭神父が司式するミサの
中で、ガブリエル薬師寺泰輔神学生とヨセ
フ竹下尚克修道士が終生誓願を宣立し、生
涯サレジオ会員として生きる誓いを立てた。
薬師寺神学生は1988年大分県生まれ（臼
杵教会出身）、竹下修道士は1989年宮崎
県生まれ（都城教会出身）。2人とも四日市
サレジオ志願院（三重県四日市市）を経て召
命を実らせた。今後、薬師寺神学生は司祭
を目指して神学の勉強を続け、竹下修道士
はフィリピン北管区パラニャーケで修道士と
しての養成コースに進む。2人のためにお祈
りください。

国内ニュース
サレジオ家族

国内ニュース
サレジオ家族

（A〜Cはドン・ボスコ社にて取扱中）
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サレジオ家族の教育現場では、子どもたちはみんな神様（あ

るいはマリア様）から呼ばれてここにやってきたと考えます。

この考えを敷
ふ

衍
えん

すると、その両親たちも子どもたちから引っ

張られるかのように神様から招かれてそこにやってきたと

言えるでしょう。親子で招かれた喜びを感じとりながら、共

に学び、成長し、神様から託されたそれぞれの使命（ミッショ

ン）に気づいていくことができますように。 （S）

編　集　後　記

サレジオ情報の投稿を
お待ちしています！
本誌へのご意見やご感想、またサレジオ家族の学校・施設・活動グループ・教

会・修道院での出来事の写真とコメントを、氏名・住所・電話番号・職業・年齢・

ご希望のプレゼント（下記 A 〜 C ）を明記し、お送りください。

ご記入いただいた個人情報は賞品発送以外の目的で使用いたしません。当選者の発表は発送をもっ
てかえさせていただきます。

応 募 締 切 2018年8月31日
【Eメール】 dbw@salesians.jp
【F A X】03-3353-7190（「ドン・ボスコの風」編集事務局宛）
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プレゼント
付き！

ドン・ボスコの風 Facebookページ

http://www.facebook.com/dbnokaze
ドン・ボスコの仲間たちとつながろう！ 

 をクリック！

ドン・ボスコくん
@DonBoscoSha フォローする

Twitterフォローしてね！

韓国と日本のイエスのカリタス修道女会シスターによる
交流の一コマ

関東地区サレジオ霊性セミナーの様子。イエスのカリタ
ス修道女会管区本部にて。

終生誓願を宣立した竹下尚克修道士（左）と
薬師寺泰輔神学生

タイで開催された東アジア管区協議会の様子
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　なぜサレジオ会の神父に？
　いつから神さまに呼ばれていたのだろうか？と考えると、
今でも恐ろしく思います。なにせ幼児洗礼の時にいただいた
洗礼名はヨハネ・ボスコなのですから。両親にはまだ、なぜ
この霊名を選んだのか聞くに聞けずにいます。両親、特に
父は教会で青年会活動をしていた当時、教会の手伝いに中
津（大分県）のドン・ボスコ学園から来ていたサレジオ会の神
父様方にお世話になっていたそうで、ドン・ボスコを知ってい

たことは理解で
きます。私自身
が中津のサレジ
オに初めて行っ
たのは、シニア
志願者として司
牧体験に派遣さ
れた21歳の夏
のことでした。

　最初に出会ったサレジオ会員は？
　これは間違いなく古木眞

ま
理
り
一
かず
神父（2016年6月逝去）で

す。父とは従
い と こ
兄弟同士で、大分のスタディーセンターで働

いていた頃はよく実家に寄ってくれましたし、時々週末を利
用して当時小学生だった私や親戚の友達をスタディーセンタ
ーに招待してくれました。佐賀関に釣りに行ったり、ジョイ
フル（ファミレス）でご飯を食べたりしたことが懐かしく思い
出されます。そんなこんなでお世話になった古木神父から、
小学6年の秋にサレジオ志願院に誘われました。その時は、
通っていた小学校が全校生徒30人程度、同級生は8人で
したので、地元の中学校で新しい友達とクラブ活動するこ
とに憧れて、お断りしました。しかし中学3年の秋にも誘っ
てくれたので、１泊体験の誘いを断れず、「まぁこういう生
活を3年間経験するのも悪くないか」と思い、「こんな適当

な動機でいいのか」と思いながらも、古木神父が「それで
もいいから」と言うので、四日市（三重県）のジュニア志願
院に入りました。結局この志願院での生活がきっかけとなっ
て、イエス様とドン・ボスコにはまってしまったので、古木神
父の粘り勝ちだと思っています。一緒に志願院で生活した
サレジオ会員の皆さんや仲間たちにも感謝しています。

　未来の目標は？
　合言葉は「聖なる、サレジオ会、司祭」。具体的にどのよ
うなサレジオ会員に呼ばれているかはっきり見えていません
が、どこへ行ってもヴァルドッコのオラトリオ（ドン・ボスコが
始めた当初の学び舎）のような、よい共同体をつくることが
サレジアンの仕事だと思っています。なぜならこのサレジア
ンたちの雰囲気と環境が若者をひきつけ、育てていくのだ
と、体験を通して感じているからです。その中で福音宣教（キ
リストの愛を伝えること）ができれば最高ですが、ひとまず
若者に自慢できる共同体を協力してつくって、その雰囲気
を若者に広げていけたらと思います。年を取っても聴

ちょう
罪
ざい
司

祭や霊的同伴者として若者の役に立てるよう準備していき
たいです。最終目標はズバリ、調布神学院に進級して以来
ずっとお世話になっている師匠の金子賢之介神父越えです！

　インドのムンバイ出身で、23歳です。家族は両親と3人
きょうだいです。私が長男で、妹と弟がいます。父は漁業関
係者で、母は専業主婦ですが父の手伝いをしています。
　叔

お
父
じ
（父の弟）が神

しん
言
げん
会
かい
の司祭で、南アフリカの宣教師と

して働いています。その叔父の友人がサレジオ会司祭で、
召命担当をしていました。14歳のときサレジオ会の若者の
キャンプで小神学校に来ないかと誘われ、サレジオ会に入り
ました。
　宣教師を志すきっかけとなったのは、ムンバイの神学院に
よく宣教師たちが来て、宣教地の話をしていたことです。最
初は、自分が宣教師になるとは思っていませんでした。だん
だん考えるようになり、サレジオ会宣教顧問のバサニエス神
父が来たとき、話をし、その後手紙のやりとりをして自分の
意志を伝えました。3か月後に宣教師となることが許可され
ました。
　日本の26聖人の中に、インド人の聖ゴンザロ・ガルシアが
います。私と同じ出身で家から10分のところに彼の記念聖
堂があります。日本に来ることが決まったとき、とてもつな
がりを感じました。
　文章を書くのが好きなので、いつかチマッティ神父の本を

英語に訳して紹介したいな
と思っています。

　ケニア出身で、31歳です。家族は両親と8人きょうだいで
す。4人の兄弟、4人の姉妹で、私は7番目です。以前は家
族でナイロビに住んでいましたが、両親は今、村に住んでい
ます。父は仕立て屋の仕事をしていますが、30年以上カテ
キスタ（教会の教師）としても働いています。母は教会のまか
ないの仕事をしています。叔父がイエスの使徒会の司祭です。
　高校のとき、修道会に入りたいと思い、あるシスターから
修道会を紹介する本をもらって読みました。そこにドン・ボス
コが紹介されていて、ここに入りたいと。2009年、高校を
卒業してからサレジオ会に入りました。両親は賛成してくれ
ました。
　最初から宣教師になりたいと思っていて、じつはサレジオ
会は宣教会と思って入会しましたが、後で宣教師になるのは
選択の一つだと知りました。そこで、すぐ目上に自分の意志
を伝えました。目上からは、ナイロビで勉強して哲学の勉強
が終わってからと言われました。そして7年経って、自分の
思いが変わっていないことを目上に告げ、総長に手紙を書き
ました。
　宣教師として日本に来ると決まったときは驚きました。貧
しい国に行き、貧しいなかで若者たちを手助けすることを想

像していましたから。日本
は経済的に発展していま
す。けれど霊的、精神的
な意味で、若者と共に歩
む必要があると思います。
そうできるようがんばって
いきたいと思います。

フィリピンの若手サレジオ会員と一緒に

音楽が大好きでキーボードを弾きま
す。スポーツはバレーボールとバドミ
ントンが好きです。

スポーツは何でも好きで、サッカー、
バスケットボール、卓球、ローラース
ケートもします。 音楽の才能は神さ
まがくれませんでした（笑）。

ファミリーメンバーインタビュー ファミリーメンバーインタビュー

サレジオ会司祭

今、私「○○」しています！ ようこそ
日本へ！

フィリピンの国際神学院で

「青少年司牧と語学を
　　勉強」しています！

谷口  亮平 神父

1986 年福岡県生まれ、 新
しん

田
でん

原
ばる

教会出身。 三重県の四日市サレ
ジオ志願院を経て、 調布サレジ
オ神学院で司牧活動にたずさわ
りつつ上智大学神学部で学び、
2017年4月司祭叙階。現在、フ
ィリピン・パラニャーケのサレジオ
会国際神学院で青少年司牧と語
学を勉強中。現地での愛称は「タ
ニ」「タニベアー」「ファザー・タマ
ゴッチ」等。趣味は冒険、映画鑑
賞、料理・お菓子作り。

フィリピンの地元の子どもたちと教会で

調布サレジオ神学院で

谷口亮平 たにぐち　りょうへい

Salesian Family member interview Salesian Family member interview

Fr.Ryohei  Taniguchi

R y o h e i  T a n i g u c h i

2017年11月、日本に2人のサレジオ会宣教師
が派遣された。2人とも若い神学生だ。現在、
日本語学校で日本語を勉強しながら宣教の準備
をしている2人のニューフェイスを紹介しよう。

Jeswin Mastan Joseph Abuto Amadi

ジェスウィン・
マスタン 神学生

ジョセフ＝アブト・
アマディ 神学生
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　私たちは皆、自分の人生に深く触れる出会いを経験することがあります。

あらゆる出会いは、耳を傾け、理解することから始まります。

　イエスは、相手にとって善
よ

いことを望み、親しい絆
きずな

を築きます。相手を

否定したり責めたりせず、おだやかに急がずに語りかけ、相手の興味を

少しずつ目覚めさせます。今とは違う、もっと良い生き方をするための“水”

の源泉をどこに見いだせるのか興味は大きくなり、とうとうサマリアの女性

は言います。「主よ、その水をください！」 

　人生で何か美しいことをしたい、もっている最高のものをささげたいと望

む若者が大勢います。同時に、不安の中で生きている若者や家庭、共

に歩んでくれる人を必要とする人びとも大勢います。

　私たちは彼らと共に歩まなければなりません。若者たちが心の奥深くで

成長するよう、神ご自身が彼らのうちに働かれるように。そして介入するた

めではなく、証しを差し出すために、私たちが近くにいると若者が知るように。

ドン・ボスコは、互いを知ることと信頼、友情に満ちた雰囲気をいつも大

切にしました。

　イエスと出会ったサマリアの女性は、私たちを招いてくれるでしょう。神

から来る贈りものにいつも心を開いているように。互いに耳を傾け、共に

歩むという人間らしい生き方の体験のうちに、成長し続けるようにと。

サレジオ会総長
アンヘル・フェルナンデス・アルティメ神父

ストレンナ2018ビデオメッセージより要約

2017年10月　ブラジル訪問中のフェルナンデス総長  by ANS

耳を傾け、共に歩む生き方を深めよう
ヨハネによる福音書 4章 15節

Sir, give me 
this Water.

Strenna 2018
サレジオ家族 年間目標

Let us cultivate the Art of Listening 
and OF Accompaniment.

Illustration © Guri Suzuki
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